
【教室掲示用】 

@ 長崎日本大学中学校 クリエイトレッスン 

月を愛でる ～文学・風習における“月見”～ 

［ 平成30年度2学期 第3回 ］                 講 師 

平成30年 9月14日（金）16：25～18：20           今井 愼一郎（国語科） 

 

 

講 座 概 要 

 スポーツの秋、読書の秋、食欲の秋… 

「秋」を形容する言葉は様々にありますが、忘れてはならないのが「月」ではない

でしょうか？四季の中でも、最も美しい月を眺めることのできる秋。２０１８年の

仲秋の名月は９月２４日だそうですよ。 

来週、私は地区育成会に出席するため、クリエイトレッスンを開講することがで

きません。そこで、１０日程早いですが、ひと足お先に皆さんと「お月見気分♪」

を味わいたいと思います。古の昔より、我々日本人は月をどのように愛でて来たの

か、文学の世界における月の描かれ方・詠まれ方を幾つか紹介します。また、月に

まつわる文化・風習にはどのようなものがあるのか、一緒に“日本人の嗜み（たし

なみ）”として学んでいきましょう。 

お月見と言えば、もちろん「○○○」も…お楽しみに☆彡 

講 座 の 目 標 
＊月をモチーフにした、文学作品（韻文・散文を問わず）の理解を深める。 

＊日本人の、月に対する古くからの考え方や関わり方を理解する。 

受講対象・条件 特にありません。興味を持って参加してくれる人を歓迎します。 

講 座 展 開 案 
① 秋の月について、概論的に学習する。 

② 秋の月・名月にまつわる文学作品に触れ、理解を深める。 

③ 月にまつわる風習や言い伝え・文化を学び、日本人としての教養を深める。 

使 用 教 材 等 
・パワーポイントなどによる解説スライド 

・演習プリント ・筆記用具 ・その他、秋・月を体感できるもの?! 

評 価 方 法 
レッスン中の学習態度・意欲を評価します。 

この学習を終えてから、受講生の月を愛でる心に変化が生じることを期待します。 

注 意 事 項 特にありません。 

 

※受講を希望する生徒は、9月 13日（木）までに、受講申込票を提出してください。 

 なお、提出された時点で、受講料が発生します。 
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